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毎年恒例になった新年度のスローガンですが、今年は「忘れ物を

しない」の一項目のみが変更になりました。それに代わって掲げ

られたのは「決められた時間を守る」でした。これは昨年 1年間

を振り返った反省によるもので、日常生活も含めて「時間を意識

した行動」をしっかり身につけようというものです。 

「朝、交通機関を十分配慮し遅刻をしない」、「午前の作業の終了

時刻である 12時や午後作業の終了時刻である 3時 50 分を睨んだ

作業のやりじまいと掃除時間の確保」等、行動と時間の管理は非

常に重要で就職すれば当然要求されます。 

初出となった 5日、朝礼で米村指導員が全利用者に徹底しました。 

当センターから記念品を贈呈 

 

 

 

 

 

 

 

新年度に入りまだ数週間ですが、利用者

が１名社会に巣立ちました。昨年 10 月に

就労した K さんと同様のスピード就労と

なりました。当センターでは 13 日、スタ

ッフと利用者全員が参加して「就職を祝う

会」を開催しました。 

 Kさんは昨年 4月、特別支援学校から新

しい利用者3名と共に当センター入所して

きました。入所時より利用者の誰に対して

も気さくにあいさつができスタッフ全員

が驚きました。スタッフに対してはあいさ

つができても、利用者間でのあいさつはな

かなかされないのがこれまでの実態でした。 

 訓練に取り

組む態度も非

常に良く、理解

も速く、指導を

受けた時には

必ずスタッフ

に対して「あり

がとうござい

ました」とお礼の言葉を発することもできました。 

 入所後半年を経過した時点で K さんの成長を確認

した当センターは企業実習が可能と判断し、実習先の

リサーチを始めました。昨年 11 月、当センターから

の就労実績があるN社が、実習を受け入れていただけ

ることとなりました。実習は 12 月初旬に行われまし

た。1 週間の実習は毎日作業が変わるものでしたが、

Kさんはこれに対応し先方から好評価を得ました。 

 その後実習先企業から、「来年 4 月を待たずに求人

したい」との連絡が入りました。当センターでは Kさ

んと父兄の意思を確認し、年明け早々の就労で合意し

ました。 

 「就労を祝う会」で「就職でき本当にうれしいです」

と喜びのあいさつをした Kさんに対し、清田理事長は

「毎日確実に通勤できる体力をつけよう」と檄を飛ば

しました。アレルギー体質から偏食しがちな Kさんの

唯一の懸念点は長く就労に耐えていく体力でした。 
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清田理事長から祝福と激励を受ける K さん 

祝！ 


